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はじめに 

シデムシ科は甲虫の一科で，死体に集まることで知られている．その中にはシデムシ亜科とモンシ

デムシ亜科が含まれ，シデムシ亜科には広い食性の種が含まれるがモンシデムシ亜科の種はすべて死

肉食である（Ikeda et al. 2008）．モンシデムシ亜科の種は親が子の世話をする亜社会性を示すことで

注目されている．ネズミなどの死体を見つけると，土の中に埋め，毛などを取り除いてボール状に丸

める．このとき死体の所有権をめぐり同種・他種個体間で競争が生じ，競争に勝ち残った雌雄 1匹ず

つのみが死体を獲得し，繁殖を行う．つまりモンシデムシの子育ては雌雄のペアで行われる．メスは

地中に産卵し，幼虫は死体の上で両親から給餌を受ける（鈴木 2006)．またシデムシ科，特にモンシ

デムシ亜科の種は森林および草地を含む森林周辺の環境の質や環境変化に敏感に反応することが知

られ（伊藤・青木 1983; 鈴木 2005），環境変化の優れた指標種としても注目されている． 

 興味深い生態を示す種が多いシデムシ科だが，その生態は地域の自然環境に影響を受けるため，ま

ず基礎的な生活史情報を知る必要がある．本研究では新潟県におけるシデムシ科の生活史を知る一環

として，「キョロロの森（十日町市立里山科学館 越後松之山「森の学校」キョロロ付属フィールド

ミュージアム（新潟県十日町市松之山））」におけるシデムシ科の出現時期と繁殖期を調べた． 

 

調査地と方法 

以下の二つの調査を2006年にキョロロの森内たて林のブナ混交林で，おおよそ月一度（5/21，6/18，

7/9，7/29，8/13，9/10，9/30，10/22，11/19）行った． 

季節消長調査：ポリ瓶（直径90 mm，高さ118 mm）を木から1-2 mの高さに吊り下げた（吊り下げ

トラップ）．この方法を用いると飛翔するシデムシ科を効率よく採集できる（鈴木 2005)．このトラ

ップを5 m以上間隔を空けて5個設置し，中にベイトとして市販の鶏手羽元を1個入れた．1週間後に回

収し，採集されたシデムシ科の種と個体数を記録した． 

繁殖期調査：季節消長調査と同じ容器に縁から2-3 cm下まで林床の土をいれ，その上に25±10 gの

鶏肉を置いた．このトラップを5 m以上間隔を空けて10個設置し，1週間放置した．モンシデムシ属の
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種は死体を地中に埋めて繁殖するため，鶏肉が地中に埋まっていたら繁殖に使用したと見なし，ポリ

瓶中の個体を繁殖個体と見なした． 

 

結果 

季節消長調査の結果シデムシ科はモンシデムシ亜科3種（ヨツボシモンシデムシ  Nicrophorus 

quadripunctatus Kraatz，クロシデムシ N. concolor Kraatz，マエモンシデムシ N. maculifrons Kraatz）, シ

デムシ亜科1種（クロボシヒラタシデムシ Oiceoptoma nigropunctatus (Lewis) ）が採集された．個体数

の多いヨツボシモンシデムシ（図1）は6月下旬と9月下旬に明確な双山が見られた

（図2）． 

繁殖期調査ではヨツボシ

モンシデムシのみ確認され

た（図3）．こちらも6月下

旬と9月下旬に明確な双山

が見られた． 

 

考察 

本調査で4種のシデムシ科を採集することが

できた．今回ブナ混交林のみで実施したことか

らそれ以外の環境に生息する種は含まれない．

さらにシデムシ科には腐肉食以外の食性を示す

種，また飛翔能力を欠いた種が多く含まれ 

(Ikeda et al. 2008)，これらの種は今回の調査法で

は採集できない．しかしトラップで捕獲可能な

種に関しては3-5個のトラップで種数は飽和に

達するとされ（上田 2015)，本調査地における

この方法で採集可能なシデムシ科の種（森林性

かつ飛翔能力のある腐肉食種）はほぼ網羅でき

ていると思われる． 

一般に死体は希少な資源で，激しい競争が見

られると考えられており，実際にモンシデムシ属種間で激しい競争が見られる(Ohkawara et al. 1998)．

今回の季節消長ではヨツボシモンシデムシが優占し，2番目に個体数の多いクロシデムシは7月上旬に

ピークとヨツボシモンシデムシとパターンが異なる．他の2種は少数で，繁殖期調査の結果からも本

調査地のシデムシ間の競争関係はヨツボシモンシデムシが圧倒的に優位か，棲み分けが成立している

 

図 1．ヨツボシモ

ンシデムシ 

 

図 2．シデムシ科の季節消長 

 

 

図 3．シデムシ科繁殖の季節変動 
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かであろう．ヨツボシモンシデムシは高温下では休眠するため（Nisimura 2002），関東以西では双山

（Nagano & Suzuki 2003），北海道では一山（Ohkawara et al. 1998）の出現パターンを示す．キョロロ

の森では双山の季節消長を示したが，関東地方（Nagano & Suzuki 2003）や京都（Nisimura et al. 2002）

に比べ春の出現が遅く休眠期間も短い．秋では個体数は多いものの，繁殖期調査では利用されない鶏

肉が見られることから秋にはかなりの新成虫が含まれていると考えられる． 

環境指標としてみた場合今回採集された種はいずれも広い林地が存在する地域に分布する種であ

るが（伊藤・青木 1983），1地点の調査であるため森林環境の評価には不足である（上田 2015)．シ

デムシ科は生態系における死体の循環に重要な役割を果たし，進化的にも注目される分類群である．

今回の結果は今後キョロロの森を調査するにあたって有用な基礎データとなる事を期待する． 
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